
要
旨

　

七
世
紀
の
中
葉
に
新
羅
で
編
纂
さ
れ
た
『
天
地
瑞
祥
志
』
は
、
か
つ
て
、
朝
鮮
な
ら
び
に
日

本
の
読
書
人
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
書
物
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
天
地
の
間
に
存
在
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
符
応
に
関
す
る
知
識
を
収
集
し
た
類
書
で
あ
り
、
時
代
が
異
な
り
、
性
質
も
異
な

る
さ
ま
ざ
ま
な
古
典
文
献
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、動
物
の
符
応
に
関
す
る
「
禽
惣
載
」

と
「
兽
惣
載
」
に
お
い
て
は
、『
山
海
経
』
と
い
う
特
別
な
先
秦
文
献
が
極
め
て
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。『
山
海
経
』に
登
場
す
る
奇
妙
な
形
状
や
習
性
を
持
つ「
怪
物
」た
ち
は
、『
天

地
瑞
祥
志
』
に
お
い
て
政
治
的
な
機
能
を
有
す
る
「
瑞
祥
」
と
見
な
さ
れ
、
核
心
的
な
資
料
と

し
て
各
項
目
の
記
載
内
容
を
支
え
て
い
る
。
基
本
的
に
中
国
の
典
籍
を
引
用
し
て
編
纂
さ
れ
た

書
物
で
あ
る
が
、『
天
地
瑞
祥
志
』
の
『
山
海
経
』
や
儒
学
に
つ
い
て
の
観
点
は
、
同
時
代
の

中
国
の
学
術
界
の
そ
れ
と
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、朝
鮮
の『
山
海
経
』学
者
は
、

魏
晋
時
代
の
郭
璞
や
酈
道
元
の
よ
う
に
自
然
主
義
の
観
点
か
ら
『
山
海
経
』
を
研
究
す
る
こ
と

は
な
く
、
劉
向
、
劉
歆
と
い
っ
た
漢
代
の
学
者
と
同
樣
の
符
応
の
思
想
を
取
り
入
れ
、
中
国
の

学
者
に
よ
っ
て
動
物
と
見
な
さ
れ
た
「
鳥
獸
」
を
、国
家
の
命
運
を
左
右
す
る
「
瑞
祥
」
と
し
た
。

そ
の
原
因
と
し
て
、
一
つ
に
は
、
朝
鮮
の
儒
学
が
災
異
祥
瑞
に
対
し
て
強
い
関
心
を
持
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
、
二
つ
に
は
、『
山
海
経
』
は
災
異
符
応
を
含
み
、
か
つ
ま
た
正
確
に
朝
鮮
地

理
を
記
述
し
て
い
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
に
お
い
て
早
く
か
ら
正
統
的
な
地
位
を
確

立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、『
山
海
経
』
に
記
錄
さ
れ
て
い
る
「
怪

物
」
は
、『
天
地
瑞
祥
志
』
に
お
い
て
は
「
科
学
的
」
な
知
識
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
こ
の
書
に

対
す
る
研
究
は
、『
山
海
経
』
と
朝
鮮
と
の
樣
々
な
関
係
を
見
い
出
し
、
中
国
と
朝
鮮
の
文
化

交
流
史
に
お
け
る
新
し
い
章
を
書
き
加
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
ま
た
書
中
に
見
え
る
符
応
思

想
に
着
眼
し
て
、
東
ア
ジ
ア
文
化
圈
に
お
け
る
思
想
や
文
化
の
伝
播
に
つ
い
て
も
研
究
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

は
じ
め
に

　
『
天
地
瑞
祥
志
』
は
日
本
に
伝
存
す
る
逸
存
書
で
あ
り
、
現
在
三
種
類
の
テ
キ
ス

ト
が
知
ら
れ
て
い
る
。
前
田
育
德
会
尊
経
閣
文
庫
藏
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
年
）
の

抄
本
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
藏
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
の
抄
本
、
石
川

県
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
藏
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
年
）
の
抄
本
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
加
越
能
文
庫
本
は
十
五
行
の
み
で
あ
り
、
京
都
大
学
本
は
最
も
古
い

尊
経
閣
文
庫
本
を
抄
写
し
た
も
の
で
、
文
字
は
明
析
で
あ
り
、
欄
外
の
注
記
も
添
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
現
在
中
国
で
影
印
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
天
地
瑞
祥
志
』
は

い
ず
れ
も
京
都
大
学
昭
和
七
年
本
に
拠
っ
て
い
る

１

。

　

本
書
冒
頭
の
「
啓
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
唐
高
宗
麟
德
三
年
（
六
六
六
年
）、「
大

史
薩
守
真
」２

に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
。
し
か
し
、
中
国
の
史
書
は
「
薩
守
真
」
な
る

人
物
に
つ
い
て
い
か
な
る
記
述
も
と
ど
め
て
い
な
い
。
ま
た
『
隋
書
』
経
籍
志
、『
旧

唐
書
』
経
籍
志
、『
新
唐
書
』
芸
文
志
な
ど
の
書
目
に
も
『
天
地
瑞
祥
志
』
な
る
書

名
は
見
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
朝
鮮
王
朝
期
の
鄭
麟
趾
『
高
麗
史
』、
な
ら
び
に

日
本
平
安
期
の
『
日
本
国
見
在
書
目
錄
』、『
通
憲
入
道
藏
書
目
錄
』
に
は
『
天
地
瑞

祥
志
』
が
著
錄
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
の
成
立
や
伝
播
な
ど
一
連
の
樣
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
各
国
の
研

究
者
た
ち
が
多
方
面
に
わ
た
っ
て
探
究
し
て
き
た
が
、
結
論
の
出
て
い
な
い
問
題
も

あ
る
。
水
口
幹
記
氏
と
陳
小
法
氏
は
、『
天
地
瑞
祥
志
』
の
内
容
と
日
本
で
の
伝
播

に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
た

３

。
中
村
璋
八
氏
は
、
本
書
が
九
世
紀
以
降
、
日
本
の

統
治
階
層
、
と
り
わ
け
陰
陽
師
に
受
容
さ
れ
た
状
況
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る

４

。
そ

う
し
た
な
か
議
論
が
集
中
し
た
の
は
、
著
者
に
つ
い
て
で
あ
り
。
游
自
勇
、
太
田
晶

二
郎
氏
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
者
た
ち
は
唐
朝
の
人
で
あ
る
と
し

５

、
趙
益
、
金
程

＊
中
国
山
東
大
学
儒
学
高
等
研
究
院

『
天
地
瑞
祥
志
』か
ら
見
た『
山
海
経
』の
受
容
と
伝
播

 

劉＊

　
　
　
　
　
捷
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宇
氏
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
者
た
ち
は
新
羅
の
人
で
あ
る
と
し
て
い
る

６

。
い
ま
諸

説
を
勘
案
す
る
と
、
本
書
に
は
著
者
を
唐
朝
の
人
で
は
な
く
新
羅
の
人
で
あ
る
と
考

え
る
べ
き
、
多
く
の
証
拠
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
麟
德
な
る
年
号
は
二
年
を
以
て
、

乾
封
に
改
元
さ
れ
て
お
り
、「
麟
徳
三
年
」
は
実
際
に
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
「
大

王
殿
下
」
へ
の
い
わ
ゆ
る
上
行
文
書
を
「
啓
」
と
称
す
る
こ
と
は
唐
朝
の
制
度
と
は

異
な
る
。
さ
ら
に
著
者
は
盟
約
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
、
唐
朝
の
盟
約
で
は
な
く
、

と
く
に
新
羅
と
百
済
が
締
結
し
た
「
就
利
山
盟
約
」
を
例
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、

唐
の
皇
帝
の
実
名
を
避
諱
す
る
こ
と
な
く
、
諱
名
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る

７

。
以

上
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
『
天
地
瑞
祥
志
』
と
い
う
書
物
は
新
羅
人
の
編
纂
に
か
か

り
、
朝
鮮
な
ら
び
に
日
本
の
読
書
人
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
書
物
で
あ
る
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
か
つ
中
国
の
典
籍
を
引
用
し
て
漢
語
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ

た
こ
の
書
物
は
、
中
国
の
思
想
が
東
ア
ジ
ア
の
中
華
文
化
圏
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

に
受
容
さ
れ
、
い
か
に
伝
播
し
た
の
か
と
い
う
歴
史
を
具
体
的
に
表
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
こ
と
を
前
提
に
し
て
考
え
る
と
、『
天
地
瑞
祥
志
』
の
各
篇
各
章
に
お
い
て

引
用
さ
れ
た
典
籍
を
整
理
・
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
代
を
異
に
し
、
性
質
も

異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
古
典
文
献
の
唐
初
に
お
け
る
受
容
の
状
况
、
な
ら
び
に
そ
れ
ら

と
「
瑞
祥
」
文
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
ま
た
、

長
き
に
わ
た
り
議
論
が
さ
れ
つ
く
し
て
い
る
感
の
あ
る
『
山
海
経
』
が
本
書
に
お
い

て
与
え
ら
れ
て
い
る
特
別
な
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
、
文
献
学
や
思
想
史
な
ど
様
々

な
角
度
か
ら
子
細
に
検
討
す
べ
き
価
値
が
あ
る
の
で
あ
る
。

一　
『
山
海
経
』
の
引
用

　
『
天
地
瑞
祥
志
』
は
し
ば
し
ば
、
天
文
に
関
す
る
書
物
と
見
な
さ
れ
る
が

８

、
こ
の

本
の
内
容
は
実
際
に
は
多
方
面
に
わ
た
る
。
合
計
二
十
巻
で
構
成
さ
れ
る
本
書
の
内

容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
首
巻
は
総
論
で
、
巻
二
は
天
地
人
三
才
、
巻
三
は
「
三

光
」、
巻
四
と
巻
五
は
二
十
八
宿
、
巻
六
と
巻
七
は
星
官
、
巻
八
は
流
星
、
巻
九
は

客
星
と
彗
星
、
巻
十
は
暈
と
雲
気
、
巻
十
一
は
雷
電
、
巻
十
二
は
風
雨
、
巻
十
三
は

夢
、
巻
十
四
は
謡
言
や
魂
魄
な
ど
無
形
な
も
の
、
巻
十
五
は
植
物
、
巻
十
六
は
五
行

と
月
令
、
巻
十
七
は
住
宅
と
器
物
、
巻
十
八
は
禽
類
、
巻
十
九
は
獣
類
、
巻
二
十
は

祭
祀
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
現
在
伝
存
し
て
い
る
の
は
第
一
、
七
、
十

二
、
十
四
、
十
六
、
十
七
、
十
八
、
十
九
、
二
十
巻
の
み
で
あ
る
。

　

右
に
示
し
た
よ
う
に
、
本
書
の
内
容
は
天
文
・
地
理
・
気
象
・
占
夢
・
妖
怪
・
鳥
獣
・

植
物
・
器
物
な
ど
の
方
面
に
わ
た
り
、
天
地
萬
物
、
含
ま
な
い
も
の
は
な
い
。
実
際
、

薩
守
真
は
、「
啓
」
に
お
い
て
、
本
書
を
百
科
全
書
的
な
書
物
に
す
る
と
い
う
編
纂

方
針
を
明
言
し
て
い
る
。
彼
が
継
承
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
殷
の
巫
咸
、
周
の
史
佚

か
ら
魏
晋
時
代
の
陳
卓
、
韓
楊
に
至
る
先
人
達
が
從
事
し
て
き
た
「
天
地
災
異
の
占

を
修
め
る
」
と
い
う
事
業
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、「
広
く
諸
家
の
天
文
を
集
め
、
図

讖
災
異
を
披
覽
」
し
、「
言
は
陰
陽
に
涉
り
、
義
は
瑞
祥
を
開
き
、
纖
分
の
悪
も
隱

す
こ
と
無
く
、
秋
毫
の
善
も
必
ら
ず
陳
べ
る
」９

と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
企

図
し
た
。
本
書
全
体
の
構
造
か
ら
見
れ
ば
、
著
者
は
ま
ず
「
五
行
、
瑞
祥
、
天
文
な

ら
び
に
、
も
は
や
周
辺
化
し
て
い
た
と
も
言
え
る
数
術
を
あ
わ
せ
て
融
合
し
」10

、
最

終
的
に
「
天
文
、
地
象
、
人
事
の
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
瑞
祥
を
分
類
整
理
し
た
一
種

の
類
書
型
の
書
物
」11

を
編
纂
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
天
地
萬
物
の
符
應
現
象
を
總
和
し
た
体
系
的
書
物
に
お
い
て
は
、
各

巻
の
異
な
っ
た
内
容
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
な
專
門
的
文
献
が
引
用
さ
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
四
十
六
内
官
や
九
十
一
外
官
と
い
う
星
官
に
つ
い
て
述
べ
る
第
七

巻
で
は
、
甘
德
、
石
氏
、
郗
萌
、
巫
咸
と
い
っ
た
史
官
や
『
漢
書
』
天
文
志
、『
晋

書
』
天
文
志
、『
黄
帝
占
』
な
ど
に
見
え
る
占
星
術
に
関
す
る
文
献
が
引
用
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
五
行
と
月
令
に
つ
い
て
述
べ
る
第
十
六
巻
で
は
『
礼
記
』
月
令
の
ほ
か
、
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『
尚
書
』
洪
范
、『
漢
書
』
五
行
志
、『
晉
書
』
五
行
志
、『
京
房
易
伝
』
な
ど
陰
陽
五

行
說
に
関
す
る
書
物
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
祭
祀
の
儀
礼
に
つ
い
て
述
べ
る
第
二
十

巻
で
は
『
礼
記
』、『
周
礼
』、『
大
戴
礼
記
』、『
尚
書
』、『
孝
経
』
と
い
っ
た
文
献
が

引
用
さ
れ
て
い
る

12

。
同
樣
に
第
十
八
巻
「
禽
惣
載
」、第
十
九
巻
「
獣
惣
載
」
で
は
、

鳥
獣
の
瑞
祥
に
関
す
る
記
述
が
多
い
『
山
海
経
』
が
特
別
に
重
要
な
書
物
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
、
こ
の
両
卷
に
お
け
る
各
引
用
書
の
引
用
頻
度
を
調
べ

て
み
る
と
、
以
下
の
通
り
に
な
る
。

み
を
資
料
と
し
て
構
成
さ
れ
る
の
は
八
項
目

14

、
す
な
わ
ち
狡
、
狸
力
、
長
舌
、
猾
、

朱
厭
、

、
朱
儒
、
蜚
で
あ
る
。
ま
た
獣
（
駁
、
䍶
、
䍺
、

）、
馬
（
乘
黄
）、
麂
、

㺄
、
龍
（
燭
龍
、
肥
遺
）、
蛟
螭
の
項
目
に
お
い
て
も
、『
山
海
経
』
の
内
容
が
引
用

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
山
海
経
』
は
『
天
地
瑞
祥
志
』
の
第
十
八
、
十
九
巻
に
お

い
て
、『
爾
雅
』、『
瑞
應
図
』、『
京
房
易
伝
』
と
い
っ
た
文
献
で
は
代
替
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
と
り
わ
け「
跂
踵
」、「
勝
遇
」、「
狸
力
」、「
朱

厭
」
に
関
す
る
唯
一
無
二
の
記
錄
に
よ
っ
て
、『
山
海
経
』
は
動
物
の
符
応
に
つ
い

て
の
空
白
狀
態
を
埋
め
あ
わ
せ
、
類
書
と
し
て
の
『
天
地
瑞
祥
志
』
の
内
容
を
豊
か

に
す
る
貢
献
を
し
て
い
る
。

　
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
引
用
さ
れ
る
『
山
海
経
』
の
内
容
に
つ
い
て
見
る
と
、『
山

経
』
と
『
海
経
』
と
い
う
両
部
份
を
引
用
し
て
は
い
る
が
、
も
っ
ぱ
ら
鳥
獣
に
限
定

し
、『
山
経
』
に
見
え
る
方
位
、
草
木
、
鉱
物
、
山
神
の
祭
祀
に
関
す
る
記
述
、
さ

ら
に
は
『
海
経
』
に
見
え
る
遠
国
や
異
人
に
つ
い
て
の
『
海
経
』
の
記
述
は
引
用
さ

れ
て
は
い
な
い
。
し
か
も
「
見
る
れ
ば
則
ち
天
下
に
大
旱
あ
り
」、「
見
る
れ
ば
則
ち

郡
縣
に
大
水
あ
り
」
と
い
っ
た
符
応
の
意
味
を
有
す
る
記
述
だ
け
が
引
用
さ
れ
て
お

り
、
狌
狌
や
瞿
如
と
い
っ
た
符
応
の
意
味
を
持
た
な
い
鳥
獣
は
一
切
引
用
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
の
理
由
は
『
天
地
瑞
祥
志
』
と
い
う
書
物
の
性
格
に
由
来
す
る
。
す
な
わ

ち
『
天
地
瑞
祥
志
』
は
祥
瑞
、
災
異
に
関
す
る
知
識
を
収
集
し
た
類
書
で
あ
り
、
そ

れ
ら
に
関
係
の
な
い
内
容
は
収
錄
す
る
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
引
用
文

が
『
山
海
経
』
の
原
文
と
は
食
い
違
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が

15

、
そ
の
原
因
は
伝

抄
過
程
に
お
け
る
誤
写
に
よ
る
可
能
性
も
、
ま
た
依
拠
し
た
版
本
が
異
っ
て
い
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
瑞
祥

に
関
す
る
記
述
は
『
山
海
経
』
の
記
述
を
極
め
て
完
全
に
保
存
し
て
い
る
。「
潔
鉤
」

を
例
に
と
る
と
、『
天
地
瑞
祥
志
』
は
「
䃌
山
に
鳥
有
り
、
其
の
狀
は
鳬
の
如
く
に

し
て
鼠
毛
、
善
く
木
に
登
る
、
其
の
名
を
絜
鉤
と
曰
ふ
、
見
る
れ
ば
則
ち
国
に
疫
多

第十九卷
引用書 引用回数
瑞應図 27回
京房易伝 19回
山海経 15回
爾雅 15回
說文 11回
漢書 9回
抱朴子 9回

第十八卷
引用書 引用回数
爾雅 22回
山海経 17回
漢書 15回
瑞應図 14回
京房易伝 14回
礼記 13回
方言 11回
說文 10回

確
か
に
、
引
用
回
数
に
つ
い
て
見
れ
ば
『
山
海
経
』
は
最
多
で
は
な
い
。『
山
海
経
』

の
価
値
を
具
体
的
に
表
し
て
い
る
の
は
、『
天
地
瑞
祥
志
』
の
各
項
目
の
内
容
を
支

え
る
唯
一
の
重
要
資
料
と
し
て
の
存
在
意
義
に
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
『
天
地
瑞
祥
志
』
の
第
十
八
巻
は
あ
わ
せ
て
七
十
四
項
目
か
ら
な
り
、

十
七
項
目
は
一
種
類
の
資
料
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
『
山
海

経
』
の
み
を
資
料
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
は
、
す
な
わ
ち
號
、
跂
踵
、
潔
鉤
、

梟
溪
、
酸
與
、
䖪
鼠
、
鷝
鴋
、
勝
遇
、

、
鴸
、
鸜
の
十
一
項
目

13

で
あ
る
。
ま
た

『
山
海
経
』
は
鳳
凰
、
大
鶚
、
鶼
、
鵜
鶘
、
魚
（

魚
、
螺
魚
）
の
項
目
に
お
い
て

も
引
用
さ
れ
る
。
つ
ぎ
に
第
十
九
巻
は
あ
わ
せ
て
四
十
二
項
目
か
ら
な
り
、
十
三
項

目
は
一
種
類
の
資
料
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
『
山
海
経
』
の
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し
」
と
あ
り
、『
山
海
経
』
の
原
文
は
「
又
南
五
百
里
を
䃌
山
と
曰
ふ
、
南
の
か
た

䃌
水
に
臨
み
、
東
の
か
た
湖
澤
を
望
む
。
獸
有
り
、
其
の
狀
は
馬
の
如
く
に
し
て
羊

目
、
四
角
、
牛
尾
、
其
の
音
は
獆
狗
の
如
し
、
其
の
名
を
峳
峳
と
曰
ふ
。
見
る
れ
ば

則
ち
其
の
国
に
狡
客
多
し
。
鳥
有
り
、
其
の
狀
は
鳬
の
如
く
に
し
て
鼠
尾
、
善
く
木

に
登
る
、其
の
名
を
潔
鉤
と
曰
ふ
、見
る
れ
ば
則
ち
其
の
国
に
疫
多
し
」で
あ
る
。「
峳

峳
」
に
関
す
る
記
述
が
な
い
こ
と
、「
潔
」
が
「
絜
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ

ら
の
相
違
を
除
き
、「
䃌
山
」
と
い
う
地
点
、「
鳬
の
如
く
に
し
て
鼠
毛
」
と
い
う
外

貌
、「
善
く
木
に
登
る
」
と
い
う
習
性
、「
絜
鉤
」
と
い
う
名
称
、「
見
る
れ
ば
則
ち

国
に
疫
多
し
」
と
い
う
災
異
現
象
な
ど
に
お
い
て
、『
山
海
経
』
の
記
述
と
ほ
ぼ
一

致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
符
応
」
に
つ
い
て
の
記
述
を
中
心
と
し
て
、
地
点
、
外

貌
、
習
性
、
名
称
、
符
応
現
象
を
述
べ
る
こ
と
が
『
天
地
瑞
祥
志
』
の
不
可
欠
な
内

容
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
そ
れ
ら
は
『
山
海
経
』
の
記
述
対
象
な
の
で
あ
る
。
ま
た

『
山
海
経
』
で
は
『
山
経
』
だ
け
に
限
っ
て
も
、「
大
穰
」、「
土
功
」、「
大
水
」、「
大

兵
」
な
ど
の
祥
瑞
や
災
異
を
引
き
起
こ
す
動
物
を
合
計
五
十
一
種
数
え
る
こ
と
が
で

き
16

、『
山
海
経
』
全
体
で
は
遥
か
に
こ
の
数
字
を
上
回
る
。
そ
の
た
め
『
天
地
瑞
祥

志
』
は
「
魚
」、「
獣
」、「
馬
」、「
龍
」
と
い
う
一
般
的
な
項
目
の
中
に
お
い
て
も
、

「
螺
魚
」、「
駮
」、「
乗
黄
」、「
肥
遺
」
な
ど
『
山
海
経
』
の
内
容
も
十
分
に
引
用
し

て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
既
知
の
瑞
祥
を
最
大
限
に
収
集
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

動
物
の
符
応
現
象
に
関
す
る
記
載
の
宝
庫
と
も
言
え
る
『
山
海
経
』
は
、何
故
『
瑞

應
図
』、『
晋
書
』
五
行
志
な
ど
符
応
を
記
す
文
献
に
引
用
さ
れ
ず
、『
天
地
瑞
祥
志
』

に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
に
答
え
る
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
時

代
や
思
想
的
文
化
的
背
景
が
異
な
る
人
々
が
異
な
る
仕
方
で
『
山
海
経
』
を
受
容
し

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

二　
『
山
海
経
』
の
受
容

　
『
山
海
経
』
に
は
奇
妙
な
形
や
習
性
を
持
つ
「
怪
物
」
が
数
多
く
記
載
さ
れ
て
お

り
、
興
味
津
々
と
議
論
さ
れ
る
対
象
で
あ
る
と
と
も
に
、
敢
え
て
言
及
の
対
象
と
さ

れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。『
山
海
経
』
の
性
格
に
関
す
る
議
論
は
、『
天
地
瑞
祥
志
』

が
書
物
と
し
て
登
場
す
る
以
前
か
ら
、す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
。『
漢
書
』芸
文
志
は
、

こ
の
書
物
を
『
宫
宅
地
形
』、『
相
人
』、『
相
六
畜
』
な
ど
の
書
物
と
と
も
に
術
数
略

の
形
法
家
に
著
錄
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、『
隋
書
』
経
籍
志
は
『
水
経
』、『
風

土
記
』、『
交
州
異
物
志
』な
ど
の
書
物
と
と
も
に
史
部
の
地
理
類
に
著
錄
し
て
い
る
。

つ
ま
り
『
天
地
瑞
祥
志
』
は
『
隋
書
』
経
籍
志
以
後
の
書
物
で
あ
る
が
、『
山
海
経
』

に
対
す
る
見
方
は
む
し
ろ
『
漢
書
』
芸
文
志
に
近
い
。

　

そ
の
『
漢
書
』
芸
文
志
の
見
方
は
劉
向
、劉
歆
父
子
の
見
解
を
受
け
継
い
で
い
る
。

な
か
で
も
劉
歆
の
『
山
海
経
』
中
の
怪
物
に
対
す
る
見
方
は
当
時
に
お
い
て
最
も
明

確
に
し
て
代
表
的
な
考
え
で
あ
っ
た
。
劉
歆
は
「
上
山
海
経
表
」
に
お
い
て
、
禹
や

益
な
ど
は
「
內
は
五
方
の
山
を
別
ち
、
外
は
八
方
の
海
を
分
か
ち
、
其
の
珍
寶
奇
物
、

異
方
の
生
ず
る
所
、
水
土
草
木
、
禽
獸
・
昆
蟲
・
麟
鳳
の
止
る
所
、
禎
祥
の
隱
る
る

所
を
紀
」
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
漢
宣
帝
の
時
、
父
親
の
劉
向
が
『
山
海
経
』

に
よ
っ
て
石
室
の
中
の
人
物
が
「
貳
負
の
臣
」
で
あ
る
こ
と
を
識
別
し
た
た
め
、「
朝

士
是
に
由
り
て
『
山
海
経
』
を
奇
と
す
る
者
多
く
、
文
學
大
儒
、
皆
讀
み
學
び
て
以

て
奇
と
し
、
以
て
禎
祥
・
變
怪
の
物
を
考
へ
、
遠
国
・
異
人
の
謠
俗
を
見
る
可
し
」

と
い
う
狀
態
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
さ
に
『
禮
記
』
中
庸
に
「
国
家
將
に
興

ら
ん
と
す
れ
ば
、
必
ず
禎
祥
有
り
、
国
家
將
に
亡
び
ん
と
す
れ
ば
、
必
ず
妖
孽
有
り
」

と
あ
る
よ
う
に
、
劉
歆
は
「
禎
祥
」
は
た
ん
な
る
吉
兆
で
は
な
く
、
国
家
の
運
命
を

左
右
す
る
兆
し
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。
一
県
、
一
邑
、
一
国
の
み
な
ら
ず
、
天

下
の
吉
凶
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
『
山
海
経
』
の
中
の
鳥
獣
は
こ
の
よ
う
な
符
応
の

363－4－（　　）

『天地瑞祥志』から見た『山海経』の受容と伝播



定
義
と
符
合
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
『
山
海
経
』
は
「
其
の
声
気
の
貴
賤
、
吉
凶
を

求
め
る
」17

と
い
う
形
法
家
の
書
物
と
し
て
著
錄
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
天
人
感
応
、
陰

陽
災
変
の
理
を
究
明
し
て
い
た
漢
代
の
儒
生

18

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
『
天
地
瑞
祥
志
』
の
著
者
も
こ
う
し
た
見
解
を
受
け
入
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

「
啓
」
に
は
「
瑞
祥
」
と
は
「
吉
凶
の
先
見
、禍
福
の
後
応
は
、猶
お
響
の
空
谷
に
起
き
、

鏡
の
質
形
を
写
す
が
ご
と
き
な
り
」19

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
瑞
祥
」
に
正
確
に
対

応
す
る
最
も
良
い
例
は「
殷
主
躬
ら
責
む
れ
ば
、甘
雨
流
潤
し
、周
王
自
ら
咎
む
れ
ば
、

嘉
禾
反
風
す
」20

と
い
う
聖
王
の
政
治
で
あ
り
、
著
者
が
こ
の
書
物
に
お
い
て
提
示
し

た
内
容
は
、要
す
る
に
君
主
の
長
久
な
る
統
治
を
補
佐
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
さ
に
こ
う
し
た
編
纂
意
図
に
基
づ
き
『
山
海
経
』
に
記
錄
さ
れ
た
鳥
獣
が
、
あ
ら

た
め
て
符
応
学
説
の
知
識
体
系
に
と
り
こ
ま
れ
、
さ
ら
に
「
瑞
祥
」
と
し
て
再
び
統

治
階
層
と
讀
書
人
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

上
述
の
如
く
『
漢
書
』
芸
文
志
は
『
山
海
経
』
を
術
数
略
の
形
法
家
に
著
錄
し
、

符
応
占
驗
の
書
と
見
な
し
て
い
る
が
。
一
方
で
山
川
地
理
に
関
す
る
詳
細
で
確
実
な

記
述
が
大
量
に
含
ま
れ
て
お
り
、
古
来
よ
り
地
理
書
と
見
な
さ
れ
続
け
て
い
る
。
後

漢
の
明
帝
は
か
つ
て
、
治
水
の
命
令
を
下
し
た
王
景
に
『
禹
貢
図
』、『
河
渠
書
』
と

と
も
に『
山
海
経
』を
賜
与
し
た
が

21

。こ
の
事
実
は
、後
漢
時
代
の
人
々
が
す
で
に『
山

海
経
』を
地
理
書
と
見
な
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
北
魏
に
至
り
、

酈
道
元
は
そ
の
『
水
経
注
』
に
お
い
て
、
生
水
、
丹
水
、
陽
華
山
、
諸
次
山
な
ど
の

多
く
の
箇
所
で
『
山
海
経
』
の
記
述
を
引
用
し
て
い
る
。
と
く
に
崑
崙
、
積
石
を
は

じ
め
と
す
る
黄
河
の
源
に
関
す
る
地
理
知
識
に
つ
い
て
は
、こ
れ
を
最
も
確
実
な「
情

報
」
と
し
て
位
置
づ
け
、『
山
海
経
』
の
記
述
を
現
実
な
地
理
と
結
び
つ
け
た
。
さ

ら
に
、
唐
初
に
成
立
し
た
『
括
地
志
』
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
態
度
を
継
承
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
崑
崙
山
は
粛
州
酒
泉
県
に
、
三
危
山
は
沙
州
敦
煌
県
に
、
鳥
鼠
山

は
渭
州
渭
源
に

22

、そ
れ
ぞ
れ
位
置
し
た
と
し
て
、『
山
海
経
』に
記
錄
さ
れ
て
い
る「
伝

説
世
界
」
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
現
実
の
も
の
と
し
て
、唐
朝
の
版
図
と
符
合
さ
せ
て
い
る
。

こ
う
し
た
経
緯
に
よ
り
、
唐
代
に
成
立
し
た
『
隋
書
』
に
お
い
て
は
『
山
海
経
』
は

当
然
地
理
類
の
著
述
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

記
載
の
真
實
性
を
肯
定
す
る
と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
五
方
の
山
川
を
基
軸
と
し

て
記
述
す
る
『
山
経
』
と
遠
国
異
人
を
主
要
な
内
容
と
す
る
『
海
経
』
は
明
ら
か
に

地
理
書
の
規
準
に
合
致
し
て
い
る
。
山
川
の
間
に
存
在
す
る
怪
物
に
至
っ
て
は
、
地

理
学
の
角
度
か
ら
見
れ
ば
各
地
固
有
の
存
在
、
即
ち
自
然
界
に
も
と
も
と
生
息
す
る

動
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
一
種
の
自
然
主
義
の
觀
点
か
ら『
山
海
経
』

を
認
識
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
、
後
漢
か
ら
唐
代
に
お
け
る
読
書
人
の
『
山
海
経
』

に
対
す
る
見
方
の
主
流
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
魏
晋
南
北
朝
期
に
の
玄
学
思

想
が
重
要
な
作
用
を
果
し
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
は
郭
璞
の
『
山
海
経
』
の
研
究

に
よ
っ
て
も
よ
く
分
か
る
。
郭
璞
は
『
天
地
瑞
祥
志
』
が
引
用
す
る
跂
踵
、
勝
遇
、

狸
力
、
朱
厭
と
い
っ
た
『
山
海
経
』
に
お
け
る
代
表
的
な
鳥
獸
に
つ
い
て
、「
怪
物
」

で
あ
る
と
す
る
評
価
に
つ
い
て
反
駁
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
注
山
海
経
敘
』
に
お

い
て
、「
何
と
な
れ
ば
物
は
自
ら
異
な
ら
ず
、
我
を
待
ち
て
後
に
異
な
る
。
異
は
果

た
し
て
我
に
在
り
、
物
の
異
な
る
に
非
ざ
れ
ば
な
り
」、
ま
た
「
夫
れ
習
見
す
る
所

に
翫
れ
て
、
希
に
聞
く
所
を
奇
と
す
る
は
、
此
れ
人
情
の
常
蔽
な
り
」、
さ
ら
に
「
夫

れ
宇
宙
の
廖
廓
た
る
、
群
生
の
紛
紜
た
る
、
陰
陽
の
煦
蒸
た
る
、
萬
殊
の
區
分
せ
る

を
以
て
、
精
氣
渾
淆
し
、
自
ら
相
い
噴
薄
し
、
遊
魂
靈
怪
、
象
に
觸
れ
て
構
へ
、
形

を
山
川
に
流
し
、
狀
を
木
石
に
麗
く
る
者
、
惡
ん
ぞ
言
ふ
に
勝
ふ
可
け
ん
や
」
と
指

摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
怪
し
い
外
貌
も
奇
特
な
効
力
も
、
人
間
の
狹
隘
な
認
識
が

本
来
の
自
然
を
切
り
裂
い
た
結
果
で
あ
り
、
こ
う
し
て
種
種
の
「
少
見
多
怪
」
を
造

り
あ
げ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
を
持
つ
人
は
決
し
て
郭
璞
だ
け
で

は
な
か
っ
た
。
魏
晉
以
降
、玄
学
思
想
に
啓
発
さ
れ
た
自
然
主
義
的
な
風
潮
に
よ
り
、

『
山
海
経
』の
内
容
は
し
ば
し
ば
当
時
の
博
物
書
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。『
神
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異
経
』
に
お
け
る
驩
兜
と
窮
奇
、『
博
物
志
』
に
お
け
る
精
衛
と
肥
遺
な
ど
は
、
珍

奇
と
博
学
を
尊
ぶ
当
時
の
気
風
の
も
と
、『
山
海
経
』
に
お
け
る
怪
物
の
真
実
性
を

肯
定
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
唐
初
の
学
者
た
ち
の
『
山
海
経
』
の
鳥
獣
に
対
す
る
見

方
も
、
魏
晉
の
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
た
。
例
え
ば
武
德
七
年
（
六
二
四
年
）
に
成
立

し
た
『
芸
文
類
聚
』
で
は
、
精
衛
が
「
鳥
部
」
に
、
吉
疆
（
吉
量
）、
九
代
、
乘
黄
、

騊
駼
、
蜪
犬
、
駮
、
九
尾
狐
、
白
猿
、
猩
猩
が
「
獸
部
」
に
、
燭
龍
、
蛟
、
巴
蛇
、

長
蛇
、
肥
遺
が
「
鳞
介
部
」
に
記
錄
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
動
物
は
、『
天
地
瑞
祥

志
』
に
お
い
て
は
、
そ
の
全
て
が
明
ら
か
に
「
瑞
祥
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
は
、『
芸
文
類
聚
』
に
は
、「
祥
瑞
部
」、「
災
異
部
」
と
い
っ
た
符
応
の

知
識
を
専
門
に
記
載
す
る
章
節
も
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、『
天
地
瑞
祥
志
』が「
瑞
祥
」

で
あ
る
と
見
な
す
駮
、
乘
黃
、
燭
龍
、
肥
遺
な
ど
多
く
の
『
山
海
経
』
の
内
容
を
単

に「
鳥
部
」、「
獸
部
」、「
鳞
介
部
」に
記
錄
し
て
い
る
。こ
う
し
た
扱
い
に
よ
っ
て
、『
山

海
経
』の「
怪
物
」を
単
な
る「
水
土
草
木
禽
獸
昆
蟲
麟
鳳
の
止
る
所
」と
見
な
し
、「
そ

れ
ら
が
禎
祥
の
隱
る
る
所
」
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
般
的
な

知
識
を
総
合
し
た
類
書
と
し
て
の
『
芸
文
類
聚
』
に
お
け
る
文
献
の
引
用
や
分
類
は
、

当
時
の
読
書
人
の
こ
う
し
た
内
容
に
対
す
る
常
識
的
な
見
方
を
反
映
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、『
山
海
経
』
の
内
容
は
禎
祥
で
は
な
く
、
博
物
類
に
分
類
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
書
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
も

分
か
る
の
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、唐
代
読
書
人
に
よ
る
『
山
海
経
』
の
受
容
の
仕
方
に
比
べ
る
と
、『
天

地
瑞
祥
志
』
の
そ
れ
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。『
天
地
瑞
祥
志
』
の
著
者
が
幅

広
く
中
国
の
文
献
を
涉
獵
し
、
大
量
に
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
彼
が
魏

晋
以
来
自
然
主
義
の
思
潮
を
認
識
し
て
い
な
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。『
天
地
瑞
祥

志
』
に
お
い
て
、「
麂
」
と
「
蛟
」
に
関
す
る
描
写
は
、
多
く
が
『
山
海
経
』
の
原

文
で
は
な
く
郭
璞
の
注
釈
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
薩
守

真
は
郭
璞
の
『
山
海
経
』
に
対
す
る
研
究
に
つ
い
て
充
分
理
解
し
た
う
え
で
、
あ
く

ま
で
『
山
海
経
』
の
中
の
鳥
獸
の
符
応
機
能
を
顕
彰
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
彼
の『
山
海
経
』に
対
す
る
こ
う
し
た
認
識
は
た
ん
な
る
復
古
で
は
な
い
。『
山

海
経
』
の
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
伝
播
の
歴
史
と
そ
の
知
識
体
系
の
中
で
与
え
ら
れ
た

特
殊
な
地
位
こ
そ
、『
山
海
経
』
の
「
怪
物
」
が
政
治
的
な
機
能
を
有
す
る
「
瑞
祥
」

と
見
な
さ
れ
た
理
由
な
の
で
あ
る
。

三　
符
応
思
想
と
朝
鮮
文
化

　
『
山
海
経
』
が
書
物
と
し
て
成
立
し
た
の
は
先
秦
時
代
で
あ
る
が
、
朝
鮮
半
島
に

伝
わ
っ
た
の
も
相
当
に
古
い
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』
に
よ
れ
ば
、

晋
の
太
康
五
年
（
二
八
五
年
）、
百
済
は
『
易
経
』、『
論
語
』、『
孝
経
』
な
ど
の
中

国
古
典
と
と
も
に
、『
山
海
経
』
を
日
本
へ
進
貢
し
た
。
し
た
が
っ
て
、『
山
海
経
』

が
朝
鮮
に
伝
わ
っ
た
の
は
、そ
の
二
八
五
年
以
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、

『
高
麗
史
』、『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
も
、『
山
海
経
』
な
ど
の
古
典
が
、
高
麗
時
代
に

朝
鮮
半
島
へ
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
つ
ま
り
、朝
鮮
半
島
に
お
け
る『
山

海
経
』
の
受
容
と
伝
播
は
、
郭
璞
が
『
山
海
経
』
に
つ
い
て
筋
道
だ
っ
た
研
究
と
注

解
を
行
っ
た
時
よ
り
以
前
に
、目
立
た
な
い
形
で
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、こ
の
間
の
歴
史
は
、百
済
に
お
い
て
、『
山
海
経
』が
古
く
か
ら
、『
易
経
』、『
論

語
』、『
孝
経
』
な
ど
の
古
典
と
同
様
に
、
王
朝
権
力
か
ら
そ
の
重
要
性
を
認
め
ら
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
司
馬
遷
が
「
敢
え
て
言
わ
ず
」
と
し
か
評

価
し
な
か
っ
た
書
物
が
、
何
故
、
こ
の
時
の
朝
鮮
で
は
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
る
経
典

と
な
り
、
さ
ら
に
は
他
国
へ
と
進
貢
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
恐

ら
く
そ
の
も
っ
と
も
決
定
的
な
理
由
と
し
て
は
、
儒
学
が
朝
鮮
半
島
に
流
入
す
る
過

程
で
、
符
応
思
想
が
単
に
そ
の
ま
ま
残
存
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
以
下
に
述
べ
る
よ
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う
に
、
朝
鮮
固
有
の
宗
教
文
化
に
よ
っ
て
一
層
強
固
な
も
の
と
な
っ
た
と
い
う
状
況

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

ま
ず
、
中
国
側
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
新
羅
統
一
以
前
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
は
、

長
期
に
わ
た
り
鬼
神
信
仰
が
根
強
く
広
が
っ
て
い
た
。『
後
漢
書
』
東
夷
列
伝
に
は
、

「
高
句
驪
は
、
遼
東
の
東
千
里
に
在
り
、
…
…
好
ん
で
鬼
神
、
社
稷
、
霊
星
を
祠
り
、

十
月
を
以
て
天
を
祭
り
大
い
に
会
し
、
名
づ
け
て
東
盟
と
曰
う
」
と
あ
る
。
ま
た

『
晋
書
』
四
夷
列
伝
に
は
、「
馬
韓
は
、
山
海
の
間
に
居
り
、
…
…
俗
は
鬼
神
を
信
じ
、

常
に
五
月
の
耕
種
の
畢
る
を
以
て
、
群
聚
歌
舞
し
て
以
て
神
を
祭
る
。
十
月
の
農
事

畢
る
を
以
て
、
亦
た
之
の
如
く
す
。
国
邑
ご
と
に
各
お
の
一
人
を
立
て
て
天
神
を
祭

る
を
主
さ
ど
ら
し
め
、
謂
い
て
天
君
と
為
す
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
『
旧
唐
書
』
東
夷

列
伝
に
は
、「
新
羅
国
、
本
の
弁
韓
の
苗
裔
な
り
。
…
…
好
ん
で
山
神
を
祭
る
」
と

あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
当
時
の
中
国
の
読
書
人
の
立
場
か
ら
朝
鮮
文
化
に
対

し
て
行
っ
た
評
価
で
あ
り
、
当
然
、
そ
こ
に
は
宗
主
国
と
し
て
の
文
化
的
な
優
越
感

が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
、
中
国
と
朝
鮮
の
文
化
的
な
差
異
を
客
観
的
に
反
映

し
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

　

次
に
、符
応
思
想
が
政
治
上
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
言
え
ば
、

朝
鮮
の
史
書
に
は
常
に
そ
う
し
た
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。『
三
国
史
記
』
高
句
麗

本
紀
第
一
に
は
、「（
高
句
麗
琉
璃
明
王
二
十
九
年
夏
六
月
）
矛
川
上
に
、
黑
蛙
の
赤

蛙
と
群
斗
す
る
こ
と
有
り
。
黑
蛙
勝
た
ず
し
て
死
せ
り
。
議
す
る
者
曰
く
、
黑
は
北

方
の
色
な
り
。
北
扶
餘
、
破
滅
す
る
の
徴
な
り
、
と
。」
あ
る
。『
三
国
史
記
』
高
句

麗
本
紀
第
二
は
、「（
大
武
神
王
三
年
冬
十
月
）
扶
餘
王
带
素
、
使
い
を
遣
わ
し
て
赤

烏
の
一
頭
二
身
な
る
を
送
る
。
初
め
、
扶
餘
人
、
此
の
烏
を
得
て
こ
れ
を
王
に
献
ぜ

り
。
或
ひ
と
曰
く
、
烏
な
る
者
は
黑
な
り
。
今
変
じ
て
赤
と
為
り
、
ま
た
一
頭
に
し

て
二
身
な
り
。
国
を
併
す
る
の
徴
な
り
。
王
、
其
れ
高
句
麗
を
併
せ
ん
か
、
と
。
带

素
、
喜
ん
で
こ
れ
を
送
り
、
兼
ね
て
或
る
者
の
言
を
示
せ
り
。
王
、
群
臣
と
議
す
。

答
え
て
曰
く
、
黑
な
る
者
は
北
方
の
色
な
り
。
今
変
じ
て
南
方
の
色
と
な
る
。
ま
た

赤
烏
鳥
は
瑞
物
な
り
。
君
得
て
こ
れ
を
有
せ
ず
し
て
以
て
我
に
送
れ
り
。
两
国
の
存

亡
、未
だ
知
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
、と
。
带
素
、聞
知
し
て
驚
悔
せ
り
」
と
あ
る
。『
三

国
史
記
』
新
羅
本
紀
第
五
に
は
、「（
善
德
女
王
五
年
）
五
月
、
虾
蟆
、
宫
西
の
玉
門

池
に
大
い
に
集
ま
る
。
王
こ
れ
を
聞
き
、
左
右
に
謂
い
て
曰
く
、
虾
蟆
、
目
を
怒
ら

せ
る
は
、兵
士
の
相
な
り
。
吾
嘗
て
聞
く
西
南
辺
に
地
有
り
て
玉
門
谷
と
名
づ
く
と
。

潜
か
に
其
の
中
に
入
れ
る
か
、
と
。
乃
ち
將
軍
閼
川
に
命
ぜ
り
。
果
し
て
百
済
の
将

軍
于
召
、
独
山
城
を
襲
わ
ん
と
欲
し
、
甲
士
五
百
人
を
率
い
て
来
り
て
其
の
処
に
伏

す
。
閼
川
、掩
撃
し
て
尽
く
こ
れ
を
殺
せ
り
」
と
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
出
来
事
が
、

高
麗
の
開
国
当
初
か
ら
朝
鮮
半
島
の
三
国
鼎
立
が
終
結
す
る
直
前
の
新
羅
時
代
に
至

る
ま
で
、
数
百
年
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。「
黒
蛙
」、「
赤
烏
」、「
蝦
蟇
」
な
ど
の

動
物
が
国
家
の
運
命
を
象
徴
し
、
ま
た
将
来
の
事
柄
を
予
兆
す
る
符
応
と
な
っ
て
い

る
。
か
り
に
上
掲
三
例
の
う
ち
、
前
の
二
例
は
、
と
も
に
読
書
人
に
よ
る
符
応
解
釈

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
最
後
の
新
羅
・
善
德
女
王
が
予
兆
と
し
て
理
解
し
た
こ
と

は
、
当
時
の
支
配
階
層
が
符
応
思
想
を
完
全
に
信
じ
、
人
々
の
行
為
や
判
断
を
左
右

す
る
一
種
の
文
化
的
特
徴
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
符
応
思
想
を
特
徴
と
す
る
中
国
の
書
物
が
朝
鮮
に
伝
え
ら
れ
た
例
と
し

て
は
、
決
し
て
『
山
海
経
』
が
唯
一
の
例
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
。『
南
史
』
夷
貊
列
伝
下
に
は
、「（
元
嘉
）
二
十
七
年
、
毗
、
上
書
し
て
方
物

を
献
ぜ
り
。私
か
に
台
使
の
馮
野
夫
に
西
河
太
守
を
仮
し
、表
し
て『
易
林
』、『
式
占
』、

腰
弩
を
求
め
し
む
。
文
帝
並
び
に
こ
れ
を
与
う
」と
あ
る
。
こ
の
う
ち『
易
林
』と『
式

占
』
は
、と
も
に
占
卜
術
数
類
の
文
献
で
あ
る
。『
易
林
』
は
言
う
ま
で
も
な
く
、『
周

易
』に
起
源
す
る
書
物
で
あ
る
が
、『
隋
書
』経
籍
志
は
、「
五
行
家
」に
著
録
し
、『
四

庫
全
書
』は
子
部
術
数
類
の「
占
卜
の
属
」に
著
録
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も『
山
海
経
』

が
、『
漢
書
』
芸
文
志
の
術
数
略
の
「
形
法
家
」
に
著
録
さ
れ
て
い
る
状
況
と
似
通
っ
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て
い
る
。
百
済
王
・
余
毗
が
、
一
国
の
王
と
し
て
、
南
朝
・
宋
の
文
帝
に
対
し
、
上

表
し
て
こ
れ
ら
の
書
物
を
求
め
た
こ
と
は
、
陰
陽
五
行
や
符
応
占
卜
に
関
す
る
知
識

が
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
は
極
め
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
天
人
感
応
を
核
心
と
し
、
讖
緯
符
応
の
学
を
基
礎
と
す
る
漢
代
の
儒

学
理
論
の
体
系
が
新
し
い
思
想
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
時
、
神
学
的
色
彩
を
帯
び
た

儒
家
の
理
論
は
朝
鮮
半
島
に
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
先
祖
崇
拝
、
天
神
崇
拝
、
自

然
神
崇
拝
な
ど
の
文
化
と
次
第
に
融
合
し
て
、
統
治
階
層
な
ら
び
に
知
識
人
層
が
と

も
に
積
極
的
に
崇
拜
す
る
中
心
的
な
思
想
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
思
想

史
に
お
け
る
地
域
間
の
差
異
が
、『
天
地
瑞
祥
志
』が
誕
生
し
た
そ
の
時
代
に
お
い
て
、

唐
朝
と
新
羅
の
学
者
た
ち
に
同
一
作
品
の
内
容
に
対
し
て
全
く
異
な
る
解
読
を
行
わ

せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、『
山
海
経
』
に
記
載
さ
れ
た
朝
鮮
半
島
に
関
す
る
記
述
が
正
確

で
あ
る
た
め
に
、
こ
の
書
の
「
真
実
性
」
が
「
経
典
」
同
樣
に
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に

も
な
っ
た
。『
山
海
経
』
の
中
で
朝
鮮
半
島
に
関
す
る
記
述
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

●　

蓋
国
は
鉅
燕
の
南
・
倭
の
北
に
在
り
。
倭
は
燕
に
屬
す
。（「
海
内
北
経
」）

●　

朝
鮮
は
列
陽
の
東
海
・
北
山
の
南
に
在
り
。
列
陽
は
燕
に
屬
す
。（
同
右
）

●　

	

列
姑
射
は
海
の
河
州
中
に
在
り
。
姑
射
国
は
海
中
に
在
り
、
列
姑
射
に
屬
し
、

西
南
に
山
之
を
環
る
。（
同
右
）

●　

都
州
は
海
中
に
在
り
。
一
に
曰
く
、
郁
州
と
。（「
海
内
東
経
」）

●　

	

琅
邪
臺
は
渤
海
の
間
、
琅
邪
の
東
に
在
り
。
其
の
北
に
山
有
り
。
一
に
曰
く
、

海
間
に
在
り
と
。（
同
右
）

●　

韓
雁
は
海
中
に
在
り
、
都
州
の
南
な
り
。（
同
右
）

●　

東
海
の
內
、
北
海
の
隅
に
、
国
有
り
、
名
け
て
朝
鮮
と
曰
ふ
。
天
毒
は
、
其
の

人
水
居
す
。
人
に
偎
よ
り
、
人
を
愛
す
。（「
海
内
経
」）

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、蓋
国
に
つ
い
て
、郝
懿
行
『
箋
疏
』
は
『
魏
志
』
東
夷
伝
の
「
東

沃
沮
は
高
句
麗
の
蓋
馬
大
山
の
東
に
在
り
」
と
の
記
述
を
引
用
し
て
い
る
。
蓋
国
と

は
す
な
わ
ち
朝
鮮
半
島
の
蓋
馬
平
原
で
、
遼
東
半
島
（
燕
）
の
南
、
日
本
の
北
に
位

置
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
郭
璞
は
「
朝
鮮
は
今
の
樂
浪
県
に
し
て
、
箕
子
の
封
ぜ
ら

れ
し
所
な
り
。
列
も
亦
た
水
名
な
り
。
今
、
帶
方
に
在
り
。
帶
方
に
列
口
県
有
り
」

と
注
を
し
て
お
り
、
朝
鮮
、
列
陽
い
ず
れ
も
今
の
朝
鮮
半
島
に
属
す
る
。
ま
た
郭
璞

「
注
」
に
「（
列
姑
射
は
）
山
名
な
り
。
山
に
神
人
有
り
。
河
州
は
海
中
に
在
り
、
河

水
の
経
る
所
は
、『
莊
子
』
の
所
謂
、
藐
姑
射
の
山
な
り
」
と
あ
る
。
海
河
州
は
古

黄
河
の
河
口
、
す
な
わ
ち
現
在
の
渤
海
に
あ
り
、
列
姑
射
は
膠
東
半
島
と
朝
鮮
半
島

の
間
に
あ
る
一
連
の
島
で
あ
る
。ま
た「
海
内
東
経
」に
記
載
さ
れ
た
地
名
に
つ
い
て
、

郭
璞
「
注
」
に
は
「（
都
州
）
今
、
東
海
胊
県
の
界
に
在
り
」
と
あ
り
、
郝
懿
行
「
箋

疏
」
に
は
「
琅
邪
臺
は
今
沂
州
府
に
在
り
、
其
の
東
北
に
山
有
り
、
蓋
し
労
山
な
り
。

労
山
は
海
間
に
在
り
、
一
に
牢
山
と
曰
う
」、「
韓
雁
は
、
蓋
し
三
韓
の
古
国
名
な
り
。

韓
は
三
種
有
り
、『
魏
志
』
東
夷
傳
に
見
ゆ
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
都
州
は
今
の
連
雲

港
、
琅
邪
臺
は
膠
東
半
島
の
南
部
に
あ
り
、
韓
雁
と
海
を
隔
て
て
向
か
い
合
っ
て
お

り
、
か
つ
て
の
昔
朝
鮮
半
島
南
部
の
三
韓
に
属
す
る
。
最
後
の
「
海
内
経
」
に
記
載

さ
れ
た
「
朝
鮮
」
と
は
中
国
の
東
北
方
の
樂
浪
に
ち
が
い
な
く
、
今
の
朝
鮮
半
島
の

北
部
の
地
で
あ
る
。

　
『
山
海
経
』
の
こ
う
し
た
記
述
を
通
し
て
、
朝
鮮
半
島
の
地
理
を
、
明
確
に
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
鉅
燕
の
南
、
倭
の
北
」
と
「
東
海
の
內
、
北
海
の
隅
」
に

あ
た
る
地
域
に
、
北
か
ら
南
に
向
か
い
、
遼
東
半
島
と
境
を
接
し
て
い
る
蓋
国
、
列

陽
の
東
に
あ
る
朝
鮮
、
渤
海
に
あ
る
列
姑
射
、
連
雲
港
と
海
を
隔
て
て
向
か
い
合
う

韓
雁
が
順
に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
歷
史
地
理
学
の
知
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識
と
対
照
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
記
載
は
依
拠
す
る
に
足
る
確
実
な
も
の
で
、
理
に
か

な
っ
て
い
る
。『
山
海
経
』
全
体
か
ら
見
る
と
、
朝
鮮
に
つ
い
て
の
内
容
は
、
極
め

て
特
別
な
意
味
を
有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
山
海
経
』
に
は
荒
唐
無
稽
な
記
載

が
大
量
に
あ
り
、「
人
首
に
し
て
三
角
あ
り
」の
戎
、「
龍
身
に
し
て
人
頭
」の
雷
神
、「
馬

蹄
に
し
て
善
く
走
る
」
釘
霊
国
の
民
な
ど
に
つ
い
て
の
記
述
が
隨
所
に
散
見
し
て
い

る
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
朝
鮮
半
島
地
理
に
関
す
る
記
述
は
現
実
的
な
内
容
で
、
荒
唐

無
稽
な
記
載
が
一
切
な
い
。他
方
、『
海
外
南
経
』、『
海
外
西
経
』、『
海
外
北
経
』、『
海

外
東
経
』、『
海
內
南
経
』、『
海
內
西
経
』、『
海
內
北
経
』、『
海
內
東
経
』、『
大
荒
東

経
』、『
大
荒
南
経
』、『
大
荒
西
経
』、『
大
荒
北
経
』、『
海
內
経
』
か
ら
な
る
『
海
経
』

部
分
で
は
、
朝
鮮
に
関
す
る
内
容
は
す
べ
て
「
海
内
」
に
属
し
、「『
山
海
経
』
が
書

物
と
し
て
成
立
し
た
時
点
に
お
い
て
、
朝
鮮
は
す
で
に
禹
跡
が
及
ぶ
所
、
九
州
の
涉

る
所
で
あ
り
、
華
夏
文
明
の
版
図
の
不
可
欠
の
一
部
分
で
あ
っ
た
」23

と
い
う
こ
と
を

証
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
単
に
周
の
武
王
が
箕
子
を
朝
鮮
に
封
じ
た
と
い
う『
史
記
』

の
記
載

24

と
符
合
す
る
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
王
朝
期
に
描
か
れ
た
『
天
下
図
』
に
お

い
て
も
『
山
海
経
』
の
形
式
（
海
と
大
陸
が
多
重
の
同
心
円
構
造
を
形
成
し
て
い
る
）

や
内
容
（
毛
人
国
、
小
人
国
、
三
首
国
な
ど
記
載
）
と
の
継
承
関
系
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る

25

。『
山
海
経
』
の
朝
鮮
文
化
に
対
す
る
は
か
り
知
れ
な
い
影
響
を
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

上
述
の
と
お
り
、
朝
鮮
に
伝
播
し
た
儒
学
は
讖
緯
卜
筮
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、

研
究
者
の
な
か
に
は
「
早
い
段
階
で
朝
鮮
に
伝
播
し
た
儒
学
の
最
大
の
特
徴
」
は
災

異
巫
卜
に
対
す
る
強
い
関
心
で
あ
る
と
す
る
者
も
い
る
。
そ
の
よ
う
に
『
山
海
経
』

は
災
異
符
応
を
含
み
、
か
つ
ま
た
正
確
に
朝
鮮
地
理
を
記
述
し
て
い
る
と
い
う
理
由

に
よ
っ
て
、
朝
鮮
で
は
早
く
か
ら
正
統
的
な
地
位
を
確
立
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
儒
家

思
想
に
対
す
る
強
い
親
近
感
を
有
す
る
朝
鮮
の
読
書
人
は
、『
山
海
経
』
を
『
易
経
』

な
ど
儒
家
の
経
典
と
同
一
視
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
朝
鮮
の
学
者
た
ち
が
同
じ
経
典

と
し
て
の
『
山
海
経
』
に
対
し
て
、
劉
向
や
劉
歆
父
子
の
「
怪
物
」
を
符
応
と
み
な

す
見
解
を
継
承
し
た
の
は
、
あ
る
意
味
で
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際

に
『
天
地
瑞
祥
志
』
を
例
と
し
て
言
え
ば
、
薩
守
真
は
「
太
史
」
と
い
う
官
職
と
そ

れ
に
伴
う
職
責
を
担
っ
た
以
上
、必
ら
ず
や
災
祥
符
応
の
こ
と
に
精
通
し
、『
山
海
経
』

を
含
む
古
来
の
禎
祥
の
書
を
熟
読
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
唐
代
の
太
史
令
の
職
務

は
「
天
文
を
觀
察
し
、
歷
數
を
稽
定
す
る
を
掌
る
。
凡
そ
日
月
星
辰
の
変
、
風
雲
氣

色
の
異
あ
れ
ば
、
其
の
属
を
率
い
て
占
候
す
」、
ま
た
は
「
每
季
、
見
る
所
の
災
祥

を
錄
し
て
門
下
中
書
省
に
送
り
、
起
居
注
に
入
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か

も
新
羅
は
智
証
王
時
代
か
ら
中
国
の
制
度
を
ま
ね
て
国
を
治
め
、
朝
鮮
半
島
を
統
一

し
た
後
は
更
に
唐
朝
の
官
制
を
全
面
的
に
手
本
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。『
天
地
瑞

祥
志
』
は
「
瑞
祥
」
に
焦
点
を
あ
て
て
、
古
今
の
災
異
祥
瑞
現
象
を
集
め
た
專
門
的

な
書
物
で
あ
り
、
こ
の
方
面
の
知
識
な
ら
び
に
文
献
は
そ
の
す
べ
て
を
收
錄
し
、
遺

漏
の
な
い
こ
と
を
期
し
た
。
し
た
が
っ
て
、『
山
海
経
』
へ
強
い
関
心
を
払
い
、
そ

の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
は
道
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
郭
璞
に
よ
る『
山
海
経
』

の
注
釈
は
、早
い
段
階
で
新
羅
に
伝
わ
っ
て
い
た
が
、朝
鮮
儒
学
の
特
徴
、『
山
海
経
』

の
内
容
、
薩
守
真
の
持
つ
知
識
の
構
成
、『
天
地
瑞
祥
志
』
の
執
筆
意
図
、
こ
う
し

た
要
因
に
よ
っ
て
、『
天
地
瑞
祥
志
』
は
郭
璞
以
前
と
同
樣
に
『
山
海
経
』
に
記
載

さ
れ
た
鳥
獸
を
国
家
の
吉
凶
禍
福
を
左
右
す
る
「
瑞
祥
」
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
し

た
。
そ
れ
ゆ
え
、『
山
海
経
』
は
朝
鮮
に
お
い
て
は
、
中
国
と
異
な
り
、
経
世
致
用

を
旨
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
『
山
海
経
』
の
受
容
と
伝
播
と
い
う
問
題
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
と
、
唐
初
と
い

う
時
期
、
さ
ら
に
は
新
羅
と
い
う
地
域
に
つ
い
て
、
非
常
に
大
き
な
研
究
上
の
空
白
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が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
山
海
経
』
を
引
用
し
て
い
る
『
天
地
瑞
祥
志
』
は
、

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
直
接
的
な
材
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
天
地
瑞

祥
志
』
は
『
山
海
経
』
だ
け
に
記
さ
れ
て
い
る
複
数
の
「
怪
物
」
を
「
禽
惣
載
」
や

「
兽
惣
載
」
に
収
め
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、『
山
海
経
』
本
文
に
記
載
さ
れ
た
そ
れ

ら
の
名
称
、
容
貌
、
習
性
、
出
現
し
た
場
所
と
祥
瑞
の
効
果
を
そ
の
ま
ま
保
存
し
て

お
り
、
司
馬
遷
が
「
敢
え
て
言
わ
ず
」
と
し
た
「
怪
物
」
を
符
応
の
体
系
に
取
り
込

ん
で
い
る
。
魏
晋
時
代
の
思
想
の
影
響
を
受
け
た
同
じ
時
期
の
唐
代
の
読
者
に
較
べ

る
と
、
朝
鮮
の
『
山
海
経
』
学
者
は
郭
璞
や
酈
道
元
の
よ
う
に
自
然
主
義
の
観
点
か

ら
『
山
海
経
』
を
研
究
す
る
こ
と
は
な
く
、
劉
向
、
劉
歆
と
い
っ
た
漢
代
の
学
者
と

同
樣
の
符
応
の
思
想
を
取
り
入
れ
、中
国
の
学
者
に
よ
っ
て
動
物
と
見
な
さ
れ
た「
鳥

獸
」
を
、
国
家
の
命
運
を
左
右
す
る
「
瑞
祥
」
と
し
た
。

　
『
天
地
瑞
祥
志
』の『
山
海
経
』に
対
す
る
こ
う
し
た
比
較
的
独
自
の
受
容
態
度
は
、

朝
鮮
の
学
術
界
の
特
殊
性
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
写
実
性
と
権
威
が
『
山
海
経
』
を
朝

鮮
に
お
い
て
儒
家
経
典
と
同
列
の
も
の
と
し
て
受
容
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
同
時
に

朝
鮮
の
儒
学
は
符
応
思
想
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
い
う
事
情
に
よ
っ
て
い
た
。
さ

ら
に
ま
た
、
こ
の
書
が
編
纂
さ
れ
た
背
景
、
す
な
わ
ち
符
応
の
知
識
に
精
通
し
て
い

た
太
史
が
皇
帝
の
権
力
を
守
る
た
め
に
、
歷
代
の
災
異
祥
瑞
を
集
め
よ
う
と
し
た
事

情
に
も
よ
っ
て
い
た
。
要
す
る
に
、『
天
地
瑞
祥
志
』
に
お
い
て
『
山
海
経
』
の
「
怪

物
」
が
そ
の
「
個
性
を
大
い
に
発
揮
」
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
我
々
は

以
下
の
こ
と
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
山
海
経
』
の

受
容
史
は
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
思
想
史
、
な
ら
び
に
文
化
交
流
史
と
深
い
関
わ
り
が

あ
り
、
そ
の
豊
か
な
内
容
は
現
代
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
よ
り
広
い
視
野
で
さ
ら
な

る
発
掘
と
整
理
が
行
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１　

	

薄
树
人
編
中
国
科
学
技
術
典
籍
通
匯
』
天
文
巻
第
四
册
、
大
象
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

高
柯
立
編
『
稀
見
唐
代
天
文
史
料
三
種
・
下
』
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。
い

ず
れ
も
昭
和
七
年
本
に
拠
っ
て
い
る
。

２　

	

高
柯
立
編
『
稀
見
唐
代
天
文
史
料
三
種
・
下
』
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。
小

論
に
引
用
す
る
『
天
地
瑞
祥
志
』
は
『
稀
見
唐
代
天
文
史
料
三
種
』
に
収
録
さ
れ
た
京
都

大
学
昭
和
七
年
本
に
よ
る
。

３　

	

水
口
乾
記
、
陳
小
法
「
日
本
所
藏
唐
代
佚
書
『
天
地
瑞
祥
』
志
略
述
」『
文
献
』
第
一
号
、

二
〇
〇
七
年
。

４　

	

中
村
璋
八
『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
年
。

５　

	

游
自
勇
「
稀
見
唐
代
天
文
史
料
三
種
」
前
言
、
高
柯
立
編
『
稀
見
唐
代
天
文
史
料
三
種
・

下
』
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
．
太
田
晶
二
郎
「『
天
地
瑞
祥
志
』
略
説
：
附

け
た
り
、
所
引
の
唐
令
佚
文
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
第
七
号
、
一
九
七
二
。

６　

	

趙
益
、
金
程
宇
「『
天
地
瑞
祥
志
』
若
干
重
要
問
題
的
再
探
討
」『
南
京
大
学
学
報
』
第
三

号
、
二
〇
一
二
年
。

７　

	

注
６
論
文
参
照
。

８　

	『
日
本
国
見
在
書
目
錄
』
は
、
本
書
と
『
天
文
要
錄
』
を
同
じ
天
文
部
に
著
錄
し
て
い
る
。

石
川
県
の
加
越
能
文
庫
本
は
『
天
文
要
錄
』、『
六
関
記
』
と
あ
わ
せ
て
一
冊
の
書
物
と
し

て
伝
存
し
て
い
る
。
薄
樹
人
氏
は
こ
の
書
を
『
中
国
科
学
技
術
典
籍
通
匯
』
天
文
巻
に
収

め
、
国
家
図
書
館
出
版
社
も
「
稀
見
唐
代
天
文
史
料
」
と
し
て
、『
天
文
要
錄
』、『
譙
子

五
行
志
』
と
あ
わ
せ
て
影
印
出
版
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
中
国
古
代
の
天
文
学

に
関
す
る
資
料
と
し
て
扱
か
わ
れ
て
い
る
。

９　

	

高
柯
立
編
『
稀
見
唐
代
天
文
史
料
三
種
・
下
』
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。

10　

	

趙
益
、
金
程
宇
「『
天
地
瑞
祥
志
』
若
干
重
要
問
題
的
再
探
討
」『
南
京
大
学
学
報
』
第
三

号
、
二
〇
一
二
年
。
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『天地瑞祥志』から見た『山海経』の受容と伝播



11　

中
村
璋
八
『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
年
。

12　

引
用
書
に
つ
い
て
は
『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
』
の
「
天
地
瑞
祥
志
引
書
索
引
」
よ
っ
た
。

13　

	

ほ
か
の
六
項
目
は
『
樂
斗
図
』
の
三
条
（
発
明
・
焦
明
・
幽
昌
）、『
瑞
応
図
』
の
二
条
（
吉

利
・
富
貴
）、『
異
物
志
』（
世
樂
）
の
二
条
で
あ
る
。

14　

	

ほ
か
の
五
項
目
は
『
瑞
応
図
』
の
四
条
（
麞
・
白
沢
・
周
巾
・
角
端
）、『
河
図
說
徵
示
』

の
一
条
（
狸
）
で
あ
る
。

15　

	

た
と
え
ば
『
山
海
経
』
の
「
其
名
自
号
」
を
「
其
名
曰
号
」
と
し
、「
其
邑
有
訛
火
」
を
「
其

邑
有
訛
哭
之
」
と
し
、「
長
右
」
を
「
長
舌
」
と
し
、
な
ら
び
に
郭
璞
の
註
を
『
山
海
経
』

の
原
文
と
し
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

16　

	

劉
捷「『
五
臧
山
経
』神
霊
体
系
的
構
成
與
信
仰
記
憶
的
博
弈
」華
東
師
範
大
学
修
士
論
文
、

二
〇
一
一
年
。

17　

	『
漢
書
』
藝
文
志

18　

	

そ
の
中
『
山
海
経
』
の
研
究
で
有
名
で
あ
る
の
は
東
方
朔
、
董
仲
舒
、
劉
向
で
あ
る
。

19　

	

高
柯
立
編
『
稀
見
唐
代
天
文
史
料
三
種
・
下
』
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。

20　

	

同
上

21　
『
後
漢
書
』
循
吏
列
傳

22　

	

李
泰
等
著
、
賀
次
君
輯
校
『
括
地
志
輯
校
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
。

23　

	

劉
宗
迪
「
古
代
朝
鮮
的
世
界
觀
與
『
山
海
経
』：
以
朝
鮮
王
朝
時
期
『
天
下
図
』
為
中
心
」

『
民
族
文
化
論
叢
』
第
四
十
六
輯
、
嶺
南
大
学
民
族
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
。

24　

	『
史
記
』
宋
微
子
世
家
に
は
「
是
に
于
い
て
武
王
乃
ち
箕
子
を
朝
鮮
に
封
じ
、
而
し
て
臣

と
せ
ざ
る
な
り
。
其
の
後
、
箕
子
、
周
に
朝
せ
り
」
と
あ
る
。

25　

	

劉
宗
迪
「
古
代
朝
鮮
的
世
界
觀
與
『
山
海
経
』：
以
朝
鮮
王
朝
時
期
『
天
下
図
』
為
中
心
」

『
民
族
文
化
論
叢
』
第
四
十
六
輯
、
嶺
南
大
学
民
族
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
。
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